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Abstract 

This study examined the effects of fundamental 

frequency and its standard deviation on vocal age 

perception. Results of the preliminary experiment 

showed the variability of perceived age. Acoustic 

analyses revealed the importance of mean fundamental 

frequency and its standard deviation when judging the 

age of the vocal expressions. Perception experiment 

confirmed the validity of the acoustic manipulation 

according to the regression equation. These results 

suggest that vocal age can be perceived by a few 

simple parameters and that speakers can intentionally 

alter their own vocal age by changing their own vocal 

pitch and intonation. 
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1. はじめに 

日常生活において，たとえば電話で初対面の相

手とやり取りするときなど，音声のみを手がかり

として年齢を推定する場面がある。このとき，推

定された情報は常に正しいとは限らない。わたし

たちは相手の声からどの程度正確に年齢を推定で

きるのだろうか。そして，相手の声のどのような

音響的特徴から年齢を推定しているのだろうか。

また，そうした音響的特徴を変化させると，知覚

される年齢にも変化が生じるのだろうか。    

わたしたちは初対面の人と話すときに相手の年

齢を推定し，それに応じて会話の内容や言葉遣い

を変える。このように，年齢推定はその後のコミ

ュニケーションを方向づける重要な役割を果たし

ているといえる。年齢推定の研究は主に顔を用い

て進められてきた。たとえば Pittenger & Shaw 

[1]は，大学生が顔写真のみから年齢をかなり正確

に推定できることを示している。 

日常生活では相手の声だけではなく，顔など他

の情報も利用して相手の年齢を推定していると考

えられる。このとき，マガーク効果[2]や腹話術効

果[3]に代表されるように，視覚と聴覚から情報が

与えられる場合，聴覚情報よりも視覚情報のほう

が優先されることが多い。しかし，コミュニケー

ション場面で顔と声から得られる情報が競合する

場合，声からの影響を強く受けることもある。山

田・箱田・中村・湯田 [4]は，「活動性」「社会的

望ましさ」という 2次元のパーソナリティ因子が，

顔と声で不一致な属性(高-低)である場合において，

聴覚的刺激(声)が人物の印象に強い影響を与える

ことを示した。年齢推定においても，顔と声の年

齢が不一致であるときには顔の情報のほうが重視

されるものの，音声による影響も存在することが

示されている[5]。 

音声による年齢推定の研究として，粕谷らの研

究がある[6,7]。彼らの研究では，青年女性（19～

31歳）および老年女性（60～76歳）の 2群間で

音声の音響特徴量（基本周波数，ジッタ，シマ，

喉頭雑音）を比較した結果，加齢に伴う平均基本

周波数の下降が女性に特徴的であることを示した。

彼らの研究は実年齢の変化に伴う音声の変化を検

討したものである。しかし，同じ実年齢の者の間

でも，音声から推測される年齢が異なることもあ

るように思われる。そのため本研究ではまず予備

調査において，同年齢のさまざまな人物の音声を

用いて，それらの知覚年齢にばらつきがあるかど

うかを検討する。 

次に，知覚される年齢に違いが見られる場合，

音声のどのような特徴が知覚年齢を決定する要因
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となっているのかを音響分析によって検討する。

本研究では発話者が自ら変化させることのできる，

音声の平均基本周波数，抑揚，持続時間の 3変数

に着目し，これらの音響特徴量と知覚年齢の関係

について検討する。 

さらに知覚年齢に寄与する音響特徴量を実験的

に操作することで，同一人物の音声に対する知覚

年齢が変化するかどうかを知覚実験によって検討

する。 

 

2. 予備調査 

 予備調査の目的は，音声による知覚年齢のばら

つきについて検討することであった。実年齢がほ

ぼ同程度である多数の人物の音声を用い，その音

声から知覚される年齢を評定させた。刺激の発話

者は女子大学生 49 名（20-22 歳，平均 21.0 歳）

であり，発話内容は中立な台詞「よろしくおねが

いします」であった。発話者と面識のない大学生

男女 53名（18～45歳，平均 19.3歳）に，それぞ

れの音声のみから人物の年齢を推定させた。知覚

年齢の分布を図 1 に示す。知覚年齢の平均 21.8

歳（SD＝1.3）であり，最高で 24.1歳，最低で 18.9

歳であった。したがって，同年齢層の音声であっ

ても，知覚される年齢にはある程度の幅があるこ

とが確認できた。 

 

 

 

図 1 知覚年齢の分布 

 

 

3. 音響分析 

 音響分析の目的は，音声のどのような特徴が知

覚年齢を決定する要因となっているのかを検討す

ることであった。 

 予備調査で使用した 49 名分の発話音声を，目

的変数を知覚年齢（perceptual age; 以下 PA），

説明変数を平均基本周波数（以下 F0mean），抑揚（以

下 F0SD），持続時間の 3 変数として重回帰分析を

おこなった。その結果，F0mean が低く，F0SD が大

きい音声ほど知覚年齢が高いこと，F0mean が高く，

F0SD が小さい音声ほど知覚年齢が低くなること

がわかった。音声の持続時間は知覚年齢には寄与

していなかった。F0mean と F0SD の 2 変数を説明

変数とした回帰式を式(1)に示す。 

 

PA = 26.740 + (-0.025)×F0mean + 0.115×F0SD   

…(1) 

 

4. 知覚実験 

知覚実験の目的は，知覚年齢に寄与する音響特

徴量を実験的に操作することで，同一人物の音声

に対する知覚年齢が変化するかどうかを検討する

ことであった。 

予備調査で推定された年齢の高低をもとに，声

年下，声年相応，声年上の 3 群を設定し，各群 5

刺激を選出した。各群の音声の実年齢，知覚年齢，

F0mean ，F0SD ，持続時間の平均値を表 1 に示し

た。これらの音声の F0mean と F0SD を，式(1)をも

とに操作し，予備実験の PAより 2歳下，1歳下，

年相応，1 歳上，2 歳上に聞こえると予測される

音声を作成し，実験で使用した。 

 

 

表 1 各年齢群の音声特徴量 

実年齢(歳) PA(歳) F 0mean (Hz) F 0SD (Hz) 持続時間(ms)

声年上群 21.0 23.0 249.3 13.7 1260.4

声年相応群 21.0 21.1 260.5 12.2 1298.6

声年下群 21.4 19.6 281.1 11.5 1275.4  
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実験計画 独立変数は元音声の年齢 3（年下声，

年相応声，年上声）×加工年齢 5（2歳下，1歳下，

元音声，1 歳上，2 歳上）の 2 要因配置であり，

被験者内要因計画とした。従属変数は知覚年齢で

あった。 

実験参加者 参加者は東京女子大学の学生 16

名（18-22 歳）であった。音声から刺激の人物の

特定ができた者はいなかった。 

手続き 音声刺激をランダムに 1発話ずつスピ

ーカーから呈示した。呈示される人物の年齢を音

声のみから推定させ，１歳刻みに回答させた。 

結果 各条件における知覚年齢の結果を図 2に

示す。いずれの年齢群においても，知覚年齢は 2

歳上，1歳上，年相応，1歳下，2歳下の順となっ

ており，加工年齢と知覚年齢に対応が見られる傾

向にあった。元音声 3（年上・年相応・年下）×

加工年齢 5（2 歳下，1 歳下，元音声，1 歳上，2

歳上）の 2要因分散分析をおこなった結果，年齢

群（F(2,30)=81.67, p<.001），加工年齢（F(4,60) = 

107.65, p<.001）の主効果，および交互作用

（F(8,120) = 5.97, p<.001）が有意であった。 

 

 

図 2 各群の平均知覚年齢 

 

5. 総合考察 

  予備調査の結果から，同年齢でも年下から年上

までさまざまな年齢に知覚される声の存在が示さ

れた。音響分析の結果，基本周波数と抑揚が年齢

知覚に関与していることが明らかとなった。実際

にこれらの特徴量を操作すると，F0mean を低く，

F0SD を大きくするほど実際に知覚される年齢が

高くなることが示された。 

知覚実験の結果，すべての年齢群において，年

齢を下げる操作より年齢を上げる操作のほうが，

知覚される年齢に大きく影響していた。このよう

な非対称性が示されたことには，モデルの年齢層

が関係している可能性がある。今後，モデルの年

齢層や性別を変え，結果の一般性について検討す

ることが望まれる。しかし，本研究では 20歳か

ら 22歳という非常に狭い年齢層のモデルを対象

としているにもかかわらず，2種類のシンプルな

音響特徴量を操作することで知覚年齢を変化させ

ることができた点は興味深い。 

顔からの年齢推定の研究では，顔のさまざまな

物理的特徴（たとえば鼻の長さや肌の肌理など）

と知覚年齢の関係が明らかにされてきた。しかし，

これらの特徴は意図的に変化させることは難しい。

一方で本研究では，意図的に変化させることが困

難な音声の音質（ジッタ，シマ，喉頭雑音）の操

作は一切おこなわず，発声者自身による制御が可

能である平均基本周波数，抑揚，持続時間という

比較的単純な変数に着目した。そして，そのなか

でも平均基本周波数と抑揚という 2種類の変数だ

けで，年齢の予測と操作が可能であることを示し

た。この結果は，話し手が自分自身の知覚年齢を

望むとおりに変化させられる可能性を示唆してい

る。このように，発声者が実際のコミュニケーシ

ョン場面に生かすことができるという点で，本研

究は実用的な示唆をもつといえる。 
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